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O. はじめに

本稿は大学初習外国語としての中国語において，初期

の段階で学ぶ「正反疑問文」と呼ばれるタイプの疑問文

に対する教授法の試みである。この教授法は高等学校に

おける中国語教育にも応用できると思われる。

中国語を初習外国語として教える場合，教育の早い段

階においては，“時"を用いた「諾否疑問文J(= I yes-

no疑問文J)と「正反疑問文J(= I A-not-A疑問文JoI反

復疑問文」とも呼ばれ，述語の肯定形と否定形を繰り返

すことで作られる疑問文)は意味的にほとんど等しいも

のとして教えることが多い。しかし両者が副詞と共起

するときには，その許容性に大きな差がみられることは，

よく知られた事実である。諾否疑問文と異なり，一般に

正反疑問文は副詞の多くと共起できない。下の(l)~(3)は

すべて非文である。

(1) *他也来不来?<彼も来ますか?)とは解釈できず，

非文。

(2) *他二去来不来?<彼は必ず来ますか?)とは解釈

できず¥非文。

(3) *迭里的条件箆好不好?<ここの条件はとても良い

ですかりとは解釈できず，非文。

これらはすべて文末に“時"を伴う諾否疑問文を用い

なければならない。

(1)' 他也来日耳?<彼も来ますか?)

(2)' 他二室来時?<彼は必ず来ますか?)

(3)' 逮里的条件fH好時?<ここの条件はとても良いです
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か?) 

この事実は多くのテキストや文法書で指摘されては

いるが，その事実が述べられるだけで， I何故そうなの

か?Jについては納得のいく説明がほとんどなされてい

ない。加えて厄介なことは (l)~(3)が非文であるという

語感が初学者には得にくいことである。であればなおさ

ら，初学者にはこれが非文となる理由を分かりやすく説

明することが求められる。

正反疑問丈と副詞の共起に関する「理論的研究」はこ

れまで数多くなされており 異なる理論的枠組みでの考

察が存在する(相原1983，湯1984，望月1987，中川1994，

山口1996，2008， 2012，石井・伊藤2016)。しかし問題

は，こうした理論的考察の成果が必ずしも初学者に対す

る教育的な効果に直結するとは限らないことである。つ

まり，たとえ「理論的jには正しくても，初学者には難

しすぎるため，それをそのままテキストに採用するには

「教学的Jに相応しくないといったことがしばしば起こ

る。正反疑問文と副詞の共起の問題もまさにそうである。

本稿では上述した正反疑問文と副調の共起について，

特に生成文法的な文階層の観点から，初学者にも理解し

やすく，かつ説得力のある教授法を提案したい。この方

法に従えば，正反疑問文が副調の多くと共起できない理

由が，代表的な例を一つ挙げるだけで，初学者にも十分

に理解してもらえると思われる。その考え方は一言で言

えば， I正反疑問文中に副詞があると，聞き手にとって

意味をなさない選択を迫ることになるために許容されな

いJということである。
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1. r理論」と「教学」のジレンマ

正反疑問文と副詞の共起の場合と異なり，次のような

文が非丈であるという語感は，初学者にも比較的容易に

得られると思われる。

(4) *体是亙是中国人旦?<君は中国人ですか?)とは

解釈できず，非文。

(5) *現在A点旦?<今何時ですか?)とは解釈できず，

非文。

この理由について，我々は次のような原則をよく挙げ

る。

(6) 中国語の疑問文には疑問を表す要素が一つあればよ

い。複数あると非文になる。

(4)と(5)が非文になる理由は， (6)の原則に反して，はじ

めに疑問要素“是不是"や“九"があるにもかかわらず，

文末にさらに“時"があることによる。よって，これら

の文から“時"を除けば正しい文になる。

(4)' 体是歪是中国人?<君は中国人ですか?) 

(5)' 現在ム点?<今何時ですか?) 

しかし，この問題は我々が考えるほど単純ではないよ

うだ。

(7) 弦三以方李四芙了仕牟?<張三は李四が何を買った

と，思っていますか?) 

=疑問要素“什弘"が 1つあることで疑問文である。

(8) 政三想知道李四芙了企会。〈張三は李四が何を買っ

たか知りたがっている〉

=疑問要素“什弘"が lつある点では(7)と同じだが，

疑問文ではない。

(9) 味三想知道李四芙了立会旦?<張三は李四が何を

買ったか知りたがっていますか?) 

=疑問要素“什弘"と“時"が同時に現れているが，

非文ではなく，疑問文と解釈される。

(以上， (7)と(8)はHuang2009p.262o (9)は山口の作例)

望月1980によって発見され 多くの注目を集めたこの

現象は， Huang1982によって一応の理論的解決をみたと

されている。しかし(7)~(9)をも含めた疑問丈の原則を

述べるのは相当に複雑になるため，初学者相手に教える

場合は，ひとまず(7)~(9)の事実を伏せて(6)の原則を教え

るほうが良い。これは文法に限らず，すべての研究領域

でみられる「理論」と「教学」のジレンマであろう。

本稿では， I一般に正反疑問文中に副調があるとなぜ

非文になるのか?Jということを説明するための方法と

して，初学者に比較的分かりやすい考え方を提示したい。
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2. r学習指導要領』における「文法Jの取り扱い

本稿は高等学校での「外国語J科目の中の「中国語」

に対する教育も視野に入れて考察する。現在， 日本の学

校教育において中国語が教えられているのは高等学校

がほとんどであり，中学校において中国語が教えられ

ている例はほとんどない。しかし「外国語J科目のう

ち， I英語jと異なり，高等学校における中国語は基本

的に初習外国語であるために，文部科学省の定める『学

習指導要領』については，中学校用の「中学校学習指導

要領第2章第9節外国語」を参考にしたほうが現

実的である。その最後「その他の外国語」では， Iその

他の外国語については，英語の目標及び内容等に準じて

行うものとする。」とあり，中国語の指導は英語に準じ

て行うことになる。

文部科学省の『中学校学習指導要領解説外国語篇』

(平成20年9月・平成27年3月付録追加)37頁には英語

の疑問文の指導について，以下の記述がある:

「疑問文は， yes-no疑問文， orを含む選択疑問文， wh-

疑問文などを指導する。

それぞれの基本的な特徴をその応答の仕方の違いなど

からもとらえて理解させる必要がある。疑問文は，平叙

文とは異なる語順になったり，動詞の形が変化したりす

ることが多いため，言語活動の中で何度も使用すること

で慣れさせることが重要である。」

中国語の正反疑問文は後で見るように，いわば lorを

金主主と選択疑問文」であると言える。高等学校での中

国語教育において，諾否疑問文(=yes-no疑問文)と正

反疑問文(=orを金主主主こ選択疑問文)を学習する際に，

諾否疑問文同様に正反疑問文でも文中に副詞を使ってし

まう誤りが頻繁に発生することが容易に考えられる。そ

のため，正反疑問文に副調を用いることが何故許されな

いのか?ということを分かりやすい形で示すことが必要

である。以下，生成文法の IC統御Jの概念を応用した

教授法の提案を行いたい。

3.生成文法による文階層にもとづく分析

湯1984は生成文法の IC統御」の概念を使い「文階層

において副詞が反復要素を c統御する場合には非文にな

る」という重要な指摘を行った。湯1984は様態副詞だけ

を扱い，“也，一定， i艮"といった副詞は扱っていない

が，同様の説明が可能であると思われる。

以下，例文(1)を生成文法の「樹形図」と呼ばれる表示

法で表す。



(10)=(1) 

文

来不来?

ここで c統御の概念を簡単に説明しておく。上の樹形

図(10)において，“他"は“也"と“来不来"を共に c統御

する。“也"は“来不来"だけを c統御する。“来不来"

はどれも c統御しない。要するに，文においてより高い

構造にある要素は，それよりも低い構造にある要素を c

統御する。つまり c統御は文中の各要素が他の要素に

対して影響力を持ち得るか否かの判断となる概念である。

しかしながら，高等学校の中国語教育において，初学

者を相手に樹形図や c統御の概念を直接出すのは好まし

くないので，先ほどの湯1984の「文階層において副調が

反復要素を c統御する場合には非文となる」という指摘

は. i反復要素の前にある副調は，反復要素に対して影

響力を持つ」と言い代えよう。数学の例えを用いれば，

“也来不来?"はx(a+ b)と等価で、あるということになる。

であれば.x(a + b) =xa +xbと展開できるように，“也

(来+不来)γ- “也来?+也不来?"と展開される。正

反疑問文は選択疑問文と意味的に等価であるので，“也

来?+也不来?"は“也来迩是也不来?"と等価で、あるこ

とになる。

ということは. (10) = (1)*他也来不来?は以下の叫と等

価と考えられる。

(11) 盤虫丞述是飽主主主?

命題A 命題B

(この文の適格性については(14)まで保留する)

正反疑問文とはいわば肯定命題と否定命題からどち

らか一方を選択させるタイプの疑問文である。ここで

“也"は「類同Jを表すので 命題Aと命題Bともにそ

れぞれ以下の前提を含むことになる([ ]内が前提)。

(12) 命題A : [誰かが来る]彼もその人同様に来るの

か?

(13) 命題B: [誰かが来ない]彼もその人同様に来ない

のカミ?

ということは. (11)他也来迩是他也不来?(=(1)*他也

来不来?)は以下の選択を聞き手に迫る疑問文というこ

とになる。

同 [誰かが来る]彼もその人同様に来るのか?

それとも
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[誰かが来ない]彼もその人同様に来ないのか?

(14)では選択を表す「それとも」の上と下とでは[

で示した前提事項が異なっている。前提事項が異なると，

続いて聞き手に選択を強いる文において「同様に」とい

う言葉が表す意味も異なってしまうために論理矛盾が起

こり. (14)を聞いた聞き手は返答の仕様が無くなってしま

う。つまり(14)が非文であるのは，意味解釈の際に聞き手

の脳内での計算が破綻するからである。

ここで同と(11)は等しく. (11)と(1)は等しいと考えられる。

ということは，例文(1)は例文(14)が解釈できないのと同じ

理由によって非文と判断されると結論付けられる。

本来聞き手にとって意味のある選択は以下のようなも

のでなければならない。

(15) [誰かが来る]彼もその人同様に来るのか?

それとも

[誰かが来る]彼もその人同様に来るというわけ

ではないのか?

(15)であれば前提が等しい二つの命題からの二者選択と

なり，聞き手はどちらかを選択することができる。しか

し (1)*他也来不来?は(10)でみた文階層をしており，闘

のような解釈は成り立たないため非丈になるのである。

この考え方は，“也"以外の他の副詞でも同様にあて

はまる。例文(2)の樹形図を下に挙げる。

(16)=(2) 

文

来不来?

闘は以下の選択を聞き手に迫ることになる。

(11月皮は必ず来るのか?

それとも

彼は必ず来ないのか?

(17)は“也"でみた凶のようには悪く感じないかもしれ

ないが，聞き手にとって意味のある選択は，本来以下の

ようなものでなければならない。

(1紛彼は必ず来るのか?

それとも

彼は必ず来るというわけではないのか?

つまり，聞き手に二者選択を迫る際，否定命題の否定

要素は副調をそのスコープに含んでいなければならない。

しかし (2)*他一定来不来?は(16)のような文階層をして

いるために，否定要素“不"は副詞“一定"をそのス
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コープに含むことができないので闘のような解釈は成り

立たない。よって(2)は非文と解釈されるのである。

4.教授法の提案

冒頭で述べたように，“時"を使った諾否疑問文と正

反疑問丈を初学者に教える際に問題となるのは，副詞と

共起した時に生じる両疑問丈の適格性の差であった。つ

まり，次の同と側は意味的にほぼ同じであるにもかかわ

らず，副詞(たとえば“也")が文中にあると，正反疑

問文は成立しない。

同他来時?<彼は来ますか?)

側他来不来?<彼は来ますか?> 

同'他也来時?<彼も来ますか?)。0)' 本他也来不来?<彼も来ますか?)とは解釈できない。

初学者は非文の側'をみてもこれが非文であるという

語感を持ちにくいので，なぜこれがダメなのか分からな

い。よって，これが成立しない理由を説明してやる必要

がある。その際，以下のような説明をしてはどうだろう

か?

①副詞の代表として，一番分かりやすい“也"を例に

取る。

②中国語は一般に前にある修飾成分はうしろの成分に

影響力を持つので，“也来不来?"はx(a+b)がxa+

xbと展開されるように“也来述是也不来?"と解釈

される。

③するとこれは，

[誰かが来る]彼もその人同様に来るのか?

それとも

[誰かが来ない]彼もその人同様に来ないのか?

という聞き手にとって選択不可能な疑問文となるた

めに成立しない。

5. おわりに

以上，正反疑問文と副調の共起の問題について，特に

生成文法的な文階層の観点から初歩的な説明を試みた。

この考え方は先に述べたように，湯1984が生成文法の

I C統御」の概念を使って行った「文階層において副調

が反復要素を c統御する場合には非文になる」という主

張に沿って，それをより分かりやすく解説したものにす

ぎない。湯1984はさらに一歩進めて「逆に反復要素が副

調を c統御する場合には成立する」と主張している。次

の(2Dが成立することから 湯1984の考え方は強い一般性

を持つものであることが予想される。

凶是不是他也来?<彼も来るのか?> 
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このように，生成文法の IC統御」の考え方は，正反

疑問文と副調の共起の問題に限らず，他の言語現象を説

明する鍵となりうる可能性があるに違いない。

*本稿は山口2010に加筆・修正したものである。
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